A Controversy on Gold Buying Policy of the United States by 横田, 綏子
Titleアメリカの金買入れ政策をめぐる論争 - ニューディールの金政策(1) -
Author(s)横田, 綏子

















































金買入れ政策は， JIj名，ウォーレン・プラ Yともいわれているように， コー












































(gold町田gementstandard)Jめの出発点となった， というよとになるの。 A ・ヌ
λパウムは，金の固有化は「社会の利益のために連邦政府の機能と権限を拡大
。W.Leuchtenburg， Frankl;隅 D.Roosevelt and the New DeaZ， 19:32-1940， 1963.陸
井三郎訳「ロー ズグェノレト」昭和43年.64ベーミヘ
zl Studensky叩 dKros9， F.問。出血IH，出 ory0./ the Uj削 'tedSt，叫同 1952.p. 389， 



























































1) J. M. Keynes， The M..四出向 Prosperity，1933，官崎義一訳「繁栄への道」前掲「世界の
品苦」所戟， 323くージG


























I:{) K. Ma目• Das Kapital， 1867.岡崎次郎訳「資本論」大月書広，マルグλ エーンゲノレス全集
23a巻187ベ「ジ@



























14> G. F. Warren and F. A Pearson，σ'old and Prices， 1935， p.' 19G 































lbid， p.82， p_ 99 より作成.
Ibid， p_ 184 
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第 1表 1933年 2月から1934年 2月までの聞の種々の諸国における
通貨表示・金表示の同一基礎商品平均価格の変動
瓦玄¥¥ 同一商品の数 通貨価格の 金の価格の 金表示価格の
¥----- 歪動>，ーセ γ ト 変動パ←セント 変動パーセソト
フ ヲ 〉ノ ヌ1 + 55 o + 5.5 
合 衆 十64.2 +69 - 2.8 
イ タ リ 20 - 1.9 。 - 1.9 
合 家 +69.0 十日 + 0.4 
へ吋p ノレ ギ 9 + 3.3 O 十 3.3
A 円 書軽 斗69.6 、+69 十 0.4
オ フ 〉ノ 16 +16.7 。 十16.7
合 家 +78.5 +69 + 5.6 
ス イ 22 O + 7.9 
ム口 家 +80.4 +60 寸 6.7
.; '" リ 22 +13.5 +13 十 0.4合 来 +73.4 十69 + 2.6 
イ ン 13 十1.6 +14 -10.9 
メUL 家 十64.2 +69 - 2.8 
カ ナ 17 +40.4 +40 + O.:l 
合 来 +78.3 +69 + 5.5 
23 + 5.8 +11 - 4.7 
合衆国 +69.1 +69 + 0.06 
日本 10 十20.7 +16 + 4.1 
合衆国 十63.9 十69 3.0 
22 +15.6 十25 7.5 
合衆国 十81.8 +69 + 7.6 
ド イ 23 十13.8
合 衆 十73.8 十69 + 2.8 
出所 G.F.W凹renand F. A. Pearsos.噌口t.，p. 185 
112 (320) 第113巻第2.3号
第 2表合衆国の総輸出に占める




ナ(4ッ9ツ〕 コークス1576.2 (21.8)~ (10.7) (4.2) (3η (2.8) 
総輸出額(宵万Vル〉 343.2 168.1 77.3 76.8 65.9 58.5 51.1 44.5 
カ ナ グ(15.3)' 6.5 13.7 20.2 2.6 18.5 96.5 
イ 4ゴリ ス(18.3) 16.3 21.0 46.6 48.3 15.7 7.8 
フ ランス (7.1) 9.5 10.2 7.8 4.2 4.9 8.4 5.5 
目 本(8.5) 25.0 6.1 6.2 
ドf イ ツ (8.5) 19.7 11.4 
中 閣は7) 6.3 11.7 11.42 
メ キシコ (2.1) 5.5 
アルゼンチソ (2.0) 4.2 
イタ リ ア (3.1) 7.9 
ベノレギー (2.6) 9.6 5.9 
"cュ ーパ(1.8) 5.7 
ネーデルヲ γ ド (2.9) 、 邑7
フィリピン (2.9)
ブラジノレ(1.8) 20.2 




Somce; U. S. Dept. of Com.， Fore江gnCommerce阻 dNarvigati∞ of the U. 5. 1932 
1 かっと内の散宇ほ，各々の商品あるいは固の輸出価値総額における百分比できる孔
2 ホソコンを含む。






11，1 S. E. Harris，“British and Ameriean Exchange Policies: n. The American Experi即 ce."
皿 TheQuanerly Jo;μη7al of EcOlW 市 ics，vul. XLVIII， 1934， p. 724 




鋼，鉄 天石 然油 量官鋼加，工鉄品物肉生産 化製学品
商写映(0.9写真品) 
皮製 存品立
(2.7) く2.3) (1.8) (1.7) (1の く1.3) (1.2) (1.0) (0.8) 
43.0 36.2 35.8 28.9 27.1 26.3 19.8 19.0 15.0 13.5 13.2 
17.2 8.8 27.3 63.4 6.5 20.7 34.0 10.4 9.1 
6.5 40.0 33.5 6.6 55.2 12.0 13.3 21.2 
5.3 14.4 12.6 
10.4 18.1 9.5 8.0 8.2 
28.8 6.6 8.0 
4.8 
6.2 5.9 7.1 



















19四年 119~1年|四畔 1929年 119畔 119畔
未加工綿花 60 60 60 55 44 
精 製 石 油 36 26 20 16 
自 動 平 70 58 14 9 
米カ1工たばこ 40 
A→与L 業 機械 12 10 12 14 
石 炭 12 10 3 3 3 
支 12 11 8 11 9 8 
フ .f:' 75-90 75-90 75-90 !1 32 
原 油 12-13 12← 13 12-13 3 3 3 
綿 布 6-7 6-7 6-τ 9 8 
木 材 20-25 15-20 15-20 8 10 
り ん 」、 50 50 50 20 14 21 
変 粉 25← 35 25-35 25-35 11 8 
パター製品 30 24 18ノ 7 6 
紙および製造物* 4 4 
精 練 銅* 40-60 40-60 40-60 30 27 32 
電 イ言 装置 60 60 60 5 11 11 
農 業機械 65 62Ji 40 25 3白
豚肉付ンづめを除く) 30← 40 12-16 5 2 
干しすもも 65-75 65-75 65ー 75 57 58 
硫 黄 78 61 54 36 19 39 
F 
重岡 板 20 18 6 4 3 ヨ
右トけ用ん品， トイレッ 20 お 120~25120 お| 3 3 
パラフィン油 50 50 50 57 55 51 
* list 8 of Senate Doc. No. 180におけるこれらの項目に闘す毛記事を且よ。
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未加工の 絹 192 
パルプおよび紙 186 
ヒ 175 
砂 糖ぜ キ ヒ。 112 




ノ、 ナ ナ 32 
出?ft S. E. Ha口j5，ibid.， p.707 
1S) Ibld， pp. 704-707 













コーヒー未t加再工 砂き糖[f 新用 紙聞 禁罪 天然 石天 然油
1 ~ 3 ~年 ゴム
(10.3) ， (8.6) (7.3) (6.4) (4.1) (2.5) (2.3) 
合粟国の輸入総額(百万ドル) 136.8 113.9 96.7 84.7 544 32.5 30.4 28.6 
イ ギ リ ス (4.2)'
イ ンJ ド (7.5)
コわ ナ タ凶(33.9) 71.5 74.7 
国(12.2) 34.3 62.8 
フ ラ ニノ ノレ(46.2) 53.3 
コ ロ ンピア(76.8) 89.0~ 66.78 




日 本く31.6) 98.7 
英領マラヤ(22.5) 70.0 
イ タ り j' (9.4) 28.7 555 
メ キ ，ノ コ(65.3) 69.6 
キ ユ パ(74.1) 71.0 
月ウェーデン(10.5) 57.7 
フィンランド (9.6) 29.0 
ベネズェ ラ(20.8) 18.9 
コぇ r、ミ イ ン (7.0) 17.0 
ド イ ツ (5.0)
フ フ γ ス (4.9)





ギ リ ツ ア(10.2)
ト パ〆 コ(11.9)
チェコスロパキア(1.0)
ペ ノレ ギ 一 (4.8)








(2.1) (2.0) (1.9) (1.9) (1.7) 
27.9 26.1 25.1 24.7 23 


























(1.5) 旦(1.5) (1.3) 




























~\~I 全商品|農産物 l 食料品|その他
1928年 96.7 105.9 101.0 92.9 
1929 95.3 104.9 99.9 91.6 
1930 86.4 88.3 90.5 85.2 
1931 73.0 64.8 74.6 75.0 
1932 64.8 48.2 61.0 70.2 
1933 l月 61.0 42.6 55.8 67.3 
2 59.8 40.9 53.7 66.0 
3 60.2 42.8 54.6 65.8 
4 60.4 44.5 五6.1 65.3 
5 62.7 50.2 59.4 66.5 
6 65.0. 53.2 61.2 68.9 
7 68.9. 60.1 65.5 72.2 
8 69.5 57.6 64.8 74.1 
9 70.8 57.0 64.9 76.1 
10 71.2 55.7 64.2 77.2 
11 71.1 56.6 64.3 77.2 
、 12 70.8 55.5 62.5 77.5 
1934 1 72.2 58.7 64.3 78.3 
2 73.6 61.3 66.7 78.7 
出所 Federal Reserve Bulletin， vol 20， 1934， p.58 7!zび p.834より作成D
20) r多数の商品において，合衆国の比率は， 外国業者に価格の譲歩をさせる位置にあること
乞示ヲほど大き7)'っアこJIb同 p.707
アλリカの金買入れ政策をめくる論争 (327) 19 
けであるが，金買入れの結果に関しては，政府当局は，次のように述べている。





















定させるために， 金の i1ui格J， し、いかえればドルの金代表量を変動させ品主
いうものであり，通貨価値のたえざる変動，仙i値破壊に止って名目的商品価格




























2l 丘 E.Harus，‘ Higher Prici出 inDouglas V. Brown ed.， Ecunomics of the R.ecov<り
!'rogァvm，1934， p. 129 
241 Ibid， p.129 























































3，784 I 30，397 
4，091 I 14，942 
9，010 I 6，769 
121 I 1，785 
72 I 1，136 
79，617 I 1，497 
73，173 I 1，085 
48，717 I 1，544 
26，923 I 1，696 














1，687 I 10，815 
1，947 I 4.715 
~凋丹~d包ralR目e1've Bu/1etin， 1933. 1934 より作成。
122 (330) 第 113巷館主 3号
第8表金価格の動き〈ロソドγ市場価格とRFC価格の比較)
17V14J4|R F C 1l由 V|fui£|R F C 
1933.10.25 30.99 31.36 1933.12. 7 32.13 34.01 
26 31.03 31.54 8 32.43 汐
27 31.02 31.76 9 32.61 ル
28 30.38 31.82 11 32.73 ノ少
30 31.52 31.96 12 32.19 か
31 31.07 32.12 13 31.87 汐
11. 1 31.58 32.26 14 31.88 か
2 32.08 32.36 15 32.58 ル
3 32.22 l' 32.57 16 32.34 汐
4 32.13 32.67 18 32.54 34.0日
6 32.16 32.84 19 32.64 ノア
8 32.46 33.05 20 32.50 / 
9 32.70 03.15 21 32.16 ノテ
10 33.18 33.20 22 32.18 ノラ
11 33.05 33.32 23 32.23 休日
13 33.19 33.45 26 tIミ日 34.06 
14 33.53 33.56 27 32.43 // 
15 34.45 ;; 28 32.13 。
16 35.05 ノア 29 32.11 // 
17 34.32 。 ， 30 32.29 /1 
18 33.80 か 19~4 1 ヨ 32-88 か
20 33.78 33.66 3 3291 汐
21 34.07 33.76 4 32.51 ノ
22 34.41 ノr 5 32.83 ノア
23 33.84 /ノ 6 32.41 I 
24 33.35 ル' 8 32.24 ，;; 
25 32.92 ρ 9 32.26 /1 
27 32.75 。 10 :I2.:Iti 汐
28 31.85 3385 11 32.44 1少
29 i 32.63 33.93 12 32.40 // 
12. 1 32.79 34‘01 13 32.55 ノ
2 32.4.0 /1 15 32.86 dケ
4 32.23 ノ 16 32.78 34.45 
5 32.07 /1 17 32.35 / 
6 32.81 1シ
):l-j所 TheAnnalist， vo1. 43， 1934ト6，p. 179 
























25) ノ、リ y、は古本の投勝自'J運動について次のような指摘をしている。 rとりわけ， ドノレに対する大
提校7l投機的運動は』外国為替市場でドノレを押し下げる決定的要因ではないことも多いが， ドル
の金価格がわレのスタ リング価協を決定するかわりに， ドルのスター リング価格が金の買入れ
仔絡を決定するかあるいは少くとも R F. C によって金につけられた価格の上昇を阻止すると
いう結果士ともなうことも多い。Jlbid.， p. 131 
124 (332) 第 113巻第2.3号
外国での減価の失敗の原因だったl6)と考えた政府当局は，信用の回復，資本
の海外逃避阻止が強〈求められていたこともあって，さらに一歩を進める。






















2$ Blum， op. cit.， pp. 120-121. 
2う S.E. Harris.“Hi.gher Prhユies."op. cit.， P. 128 
2$ lbid.， p.99 
29) lbid.， p.97 





















を供給すること」聞が必要であると Lて， 国際通貨制度の設立を説き， その中
で金に次のような重要な役割を与えている。すなわち，第 に|準備額の増大
は金に基礎をおかなければならない。」 第二に，最高割当額に制限をおくもの
3⑪ lbid.， pp. 137-138 
30 ケインズ「繁栄への道J前掲書， 312ぺ 5九
時前掲書， 317ヘジ。



























34> Dlurn， o.ρ cit.， p. 10. 

























3~ S. E. Harris，“Higher Pricies， " ot. cit.， p.129 
坤Blum，噌 cit.，pp. 70-71 
3世 Ibid. p. 71 
























3Sl Ibid.， p. 70 
39) Ibul.. p. 75 
4d) Jbid.， p. 75. 
41) Jbid.， p. 75 
4Zl Hurris，“ Higher PriCIE'S，"。ρ cit.，p. 126. 
43) Blum， up: cit.， p. 75 


























4~ ェス エム・ポリソフ「生」及川朝雄三上正之共訳，昭和45年. 127ページ。
.1) ヶイソズ「繁栄への道」前掲書， 312ベージー
130 (338) 第113巻第2.3号
策は，価格安定をかくれみのに金集中を進めることが，真の目的であったと結
論してよいのだろうか。彼の物価安定策は，たしかに，結局は，通貨価値の破
壊により名目的商品価格の維持をはかるというありふれた方法にすぎず，理論
的には数量制力理解にもとづいた単純-"幼稚なものだったとし1、わざるをえない。
だが，それは，アメリカの圧倒的な金独占とその促進を背景にしての主張であ
ったよ二とを考えると，事情はし、ささか変わってくる。ケインズにきこう。彼は
いう。景気回復のために「金で測った， すべての国の園内通貨の同時的平価切
下げという，ときどき主張される代案は，いくつかり利点を持ってはいるが，
すでに大量の金準備を保有しており，したがって相対的に強力な国々の地位を，
さらに強化するだけに終わるといヨ，重大な欠陥を蔵しているのであるJ岨彼
にとっての欠陥は，アメリカにとっては長所になる。すなわち，金買入れの価
格安定策としての側面もまた，それ自体が，アメリカの地位の強化をもたらす
ものだったのである。
その点、からすれば，冒頭に述べた，ウォーレγ ・プランに対する従来の評価
は，ーは，景気回復策としてのマイナス面のみを強調して，世界的金融支配の
基礎としての金集中の意義を把握することができず，他は，金集中の意義はつ
かみながらも，それが促進ずる世界的不況の側面を忘れているといえる。金融
的集中の一部分としての金集中によって不況に対処しようとしたウォ レγ.
プランにたいし，あるいは一面的な否定，あるいは物価安定と金集中を単純に
分断して，一方の金集中のみを賞讃する結果に陥っている。金集中を物価安定
策の手段として提唱したウォ レン・プラ γの意味すると乙ろを共につかみえ
なかった所以でもあろう J ハリスの批判は，基本的に第一り立場に立って金集
中の意義を否定的にとらえながら，しかもウォーレγ ・プランが如何に金集中
に貢献したかを述べている点で，ウォーレ-:，/.プランの意義の理解に 定の役
割をはたしていると思われる。
4~ 前掲書， 324ペジ.
